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本書は J. L.Melnik編集によるシリーズの 23巻である。ヌド巻も近年話題とな
っているウイ/レス学の問題や新知見を総説的にまとめている。取りあげられてい
る論題は 6つである。中でも多くの読者の注目を魅くのは巻頭論文の「天然痘の根
絶J(F. Fenner)であろう。恐らく著者の執筆後であろうが， 1977年10月26日に
アフリカ東部のソマリアで発病し治癒した患者を最後に新たな患者の発生を見て
おらず， 1979年10月迄この状態が継続すると天然痘の地球上からの事実上の根絶
が宣言される。本書では根絶の条件としてまず宿主，不顕性潜伏感染， 病原体の
血清型の有無， 免疫能や社会的協力体制などに触れ， 黄熱やマラリアでの根絶計
画の失敗を踏まえた1976年の WHOの天然痘根絶計画の開始までの様子も描がれ
ている。天然痘は集団接種及び監視・制圧作戦の成果によって流行地域を狭め，
アフリカのエチオピア・ソマリア地区へ追い込まれていくのであるが，根絶の宣
言を前に噌 Monkeypoxvirusや Whitepox virusからの感染の問題，天然痘ウイ
ルスの保存の問題等を今後解決しなければならない。 これについても論及されて
いる。いみじくも180年前に Jennerが確信していたことがようやく実現し，古来
地球上で猛威を振るってきた病魔に医学が勝利することは意義深いし，今後麻疹
等の根絶の参考となろう。 
2番目の総説は「ヒトおよび動物の腎臓病に関与するウイノレスJ(W. I.Morr-
ison and N. G. Wrigot)である。腎臓に障害を与える機構と，ウイノレスの種類が
主に取りあげられている。前者には 2つあって，ウイノレスが直接腎臓に感染増殖す
る場合で， ウイノレスによる傷害と， 潜伏するウイルスに対するリンバ球による炎
症が起る場合， もつ一つはウイルス抗原と抗体の複合体の腎臓への蓄積による糸
球体腎炎である。またヒトの起因ウイノレスとしては LymphocyticChoriomenin-
gitis virus. Hepatitis B virus等との関連について論じられている。
「ウイノレスと細胞の相互作用ーウイノレス疾病の分類J (J.A. Robb)が3番目の
論文である。 ウイノレスと宿主細胞の関係は非常に多様であり， またどのような関
係が個体の発病に至らしめるかについても画一的に論じることは不可能である。
著者は感染過程，すなわち，吸着，侵入脱外被， 遺伝子発現， ウイルス再構成，
不顕性感染等から， 6つの型に分類し， 細胞レベルでの感染と個体レベルでの病
気の発症との関連について論じている。
ザ動物ウイルスの中で分子・遺伝子レベルでの研究がもっとも進んでいるのがサ
ル由来の SV40である。このウイルスは小型の DNAウイルスで，遺伝子の数も
数個であり， 変異の実験の解析も比較的容易である。 この系での変異の起り方を
解折したのが rsv40の変異株J (W. W. Brockman)である。ウイルスと細胞
との相互作用の解明に非常に有用なものに雑種ウイノレスがある。「欠損及び非欠損 
Ad2・SV40雑種J(A. M. Lewis)ではヒトのアデノウイルスとサルの SV40と
の雑種ウイノレスを用いて欠損及び非欠損ウイルスの遺伝子構成， 細胞に対する変
換能や腫蕩の誘導能についての結果が報告されている。
「オンコノレナウイルス D型とその新生物形成に果す役割jについて F. I.Yershov 
と V.M. ZhJanovが書いている。著者らはヒトの細胞から始めてオンコルナウ
イノレスを電顕で発見した人達であるが，動物の RNA型腫虜ウイノレスで今まで知
られていたA型， B型およびC型との違いについて記載している。 このD型ウイ
ルスはヒトとサルから発見されているが， ホルモン依存性の乳ガンとの関連につ
いても考察している。
最後の総説は J. L.Melnikによる「ウイルスワクチン」である。前半では今
日まで成功している例，すなわちポリオ，風疹，麻疹，流行性耳下腺炎，アデノ，
天然痘ワクチンについて歴史的な流れに触れながら解説している。後半では現在
開発中のものやワクチンの未来像について言及している。
以上6編であるが，巻頭と巻末の論文を除いては基礎的な研究分野で， 限られ
た読者向けであるが， I天然痘の根絶」と「ワクチンjの問題は多くの読者にとっ
て示唆に富む内容であり，機会があれば一読をお奨めする。(布施 晃)
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